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第１因子：子どもと育児への好意 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
私は，小さい子どもが好きだ .99 － .07 .05 － .05
私は，小さい子どもと遊ぶのが好きだ .93 .10 .05 － .09
私は，小さい子どもを見るとほほえんだり，興味を示したり
する
.77 － .03 .09 .21
私は，小さい子どもの世話をすることが好きだ .69 .22 － .07 .00
私は，小さい子どもと関わることは自分に向かないと思う
（逆転）
.58 － .13 － .33 .06
第２因子：生きがい
私は，自分にとって育児は生きがいであると思う .07 .75 － .01 .08
私は，自分にとって何よりも大切なのは育児であると思う .03 .72 .15 － .14
私は，育児は素晴らしい仕事だと思う － .15 .59 － .21 .18
私は，将来自分の子どもに対して自分がしてやることを考え
ると，気持ちがはずむ
.26 .45 － .04 .11
第３因子：育児への負担感
私は，小さい子どもの相手をすることはわずらわしいと思う － .05 .23 .75 － .18
私は，育児をすることは面倒だと思う .09 － .13 .57 － .08
私は，育児によって自分の行動が制限されると思う － .11 － .13 .56 .36
私は，育児は自分の人生の多くの部分を奪うと思う .07 － .01 .50 .15
第４因子：自己成長
私は，育児を通して自分も成長できると思う .01 .07 .08 .87
私は，育児によって新しい人生観，価値観を得ると思う .05 － .03 .08 .60
因子間相関 Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ .63 － .58 .47































子どもと育児への好意 3.60（.92） 3.58（.91） 3.62（.94） 3.44（.94） 4.01（.75）＊＊
生きがい 3.32（.71） 3.37（.70） 3.30（.80） 3.21（.78） 3.61（.66）＊＊
育児への負担感 2.97（.70） 2.90（.77） 3.02（.66） 3.08（.69） 2.70（.68）＊＊


























１．いる ２．いない １．いる ２．いない １．よくある ２．一度または数回 ３．ない 多重比較
子どもと育児への好意 3.57（1.08）3.61（.87） 3.96（.55） 3.52（.97）＊＊ 3.89（.91） 3.48（.89） 3.34（.94） １＞２＋
生きがい 3.11（.72） 3.39（.77）＋ 3.43（.69） 3.30（.78） 3.50（.68） 3.27（.75） 3.34（.84） n.s.
育児への負担感 2.90（.69） 3.00（.71） 2.90（.54） 2.99（.73） 2.88（.61） 2.96（.73） 3.27（.81） n.s.





子どもと育児への好意 3.50（.93） 3.32（1.03） 3.64（.82）＋ 3.44（.88） 3.66（1.02）
生きがい 3.23（.75） 3.15（.79） 3.30（.72） 3.19（.71） 3.35（.86）
育児への負担感 3.21（.66） 3.33（.74） 3.13（.58） 3.21（.62） 3.20（.76）




































子どもと育児への好意 3.60（.92） 3.50（.93） 3.58（.91） 3.32（1.03） 3.62（.94） 3.64（.82）
生きがい 3.32（.71） 3.23（.75） 3.37（.70） 3.15（.79） 3.30（.80） 3.30（.72）
育児への負担感 2.97（.70） 3.21（.66）＊＊ 2.90（.77） 3.33（.74）＊＊ 3.02（.66） 3.13（.58）
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Change in Undergraduates’ Nurturance Before and 
After Attending Lectures on Child Psychology
KANAMARU, Tomomi
The purpose of this study was to investigate the change of undergraduates’ nurturance through the 
lecture of child psychology. Questionnaires about nurturance were conducted before (Time1 study: 
n=119) and after (Time2 study: n=108) the lectures. The results showed the following: (1) on the 
scoring of nurturance, although there was no significant sex difference, there were significant differences 
between undergraduates’ departments before the lecture. (2) on the scoring of nurturance, although 
there was no significant difference between undergraduates’ departments, there were significant sex 
differences after the lectures. (3) the scoring of the burden on child rearing, one of nurturance, was 
higher after than before the lectures. The implication of these results and the improvement of the 
lecture were discussed.
